
〔映画紹介〕

明朗快活なダウン症の女性ダフネは、母マリアが亡くなったことで生活が一変。年老いた父
ルイジは自分が死んだら娘がひとり残されてしまうという不安にかられる。そんな父にダフ
ネは、一緒に母の故郷の村を訪ねてみようと提案。その旅は、母であり妻であった愛する人
の死を乗り越え、父と娘が互いを理解しあうための、かけがえのない時間になっていく。

第69回ベルリン国際映画祭において国際批評家連盟賞を受賞。

2019年／イタリア／94分／監督：フェデリコ・ボンディ

★会場：市民プラザホール
（市役所１階）

★定員：50名（先着・要申込）
★参加費：無料
★2歳児から未就学児の保育あり
（定員5人・先着順）
※11月21日（木）午後5時までに要申込。

★申込み 11月15日（金）から
・右記２次元コードから
・tel. ０４２－４７２－００６１
・fifty2@city.higashikurume.lg.jp
・生活文化課（男女平等推進センター）
窓口でも受付
（市役所2階、平日９時～１７時）

令和６年度人権週間事業（人権・男女共同参画連携事業）

12月8日（日）
14:00～16:00

専用申込フォーム

＜シネマ de おしゃべり＞

１２月４日から１０日は人権週間で
す。映画と上映後のおしゃべりを通
じて、人権について考えます。

わたしはダフネ

(c) 2019, Vivo film - tutti i diritti riservati


